
課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

町負担額　 33,440千円

医療材料費（ワクチン代） 8,195千円

予防接種委託料（医療機関への委託料）

定期予防接種 22,978千円

任意予防接種 1,605千円

その他 662千円

課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

町負担額　　 　　 1,128千円

報償費　　　 705千円

その他 423千円

 （医療材料費、消耗費等）

　　　

　生涯を通した歯科保健，８０２０達成のため各ライフスタイルに合わせた取り組みを行う。

【30年度実施内容】 　○妊婦歯科健診　　○1歳6か月歯科健診　　○3歳児歯科健診
　　　　　　　　　　　○歯科相談　　○歯周病健診　　　○8020表彰　　○歯の健康標語表彰
　　　　　　　  　　　○われんきゃ歯っぴいクラブ（地域ぐるみ歯科保健対策推進協議会)

　

1,128千円

財源内訳

主な経費

33,440千円

財源内訳

主な経費

小児・成人・高齢者予防接種助成事業

2 歯科保健事業

10．保健センター

1

　「予防接種で子供・成人・高齢者を病気から守ろう」と、町内の医療機関で予防接種を実施して
います。病気に対する抵抗力（免疫）をつけ感染・発病・重症化を予防等を目的として実施してい
ます。

【令和２年度実施内容】　○小児用予防接種（個別接種・集団接種）○任意おたふくかぜ予防接種
（個別接種）○任意ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種(個別接種）　○高齢者予防接種（肺炎球菌・インフルエン
ザ　○風しん抗体検査・予防接種（個別受診・接種）
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課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

国庫補助金　　　　   　 　64千円

県補助金　　　　  　　  800千円

実費弁償金　　　　　 6,600千円

町負担額　　　  　   17,708千円

検診費用 23,277千円

通信運搬費 1,501千円

印刷製本費 351千円

その他 43千円

課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

県補助金　 710千円

町負担額　 436千円

こころの健康相談 811千円

いのちの授業 105千円

ゲートキーパー養成 105千円

普及啓発活動 125千円

4

　「生きにくさ」を感じる要因を減らし「生きやすさ」を促す。町民のいのちを守る（いのちま
ぶーる）推進体制を発足しました。徳之島町に暮らすすべての町民の方を対象にした自殺対策の普
及啓発活動や、周囲の人の変化に気づき適切な支援につなげられる人材育成のための講演会や臨床
心理士による個別相談会を実施。また、児童生徒向けのがん教育とSOSの出し方教育を実施。庁
内を横断した連携体制と、各種機関との連携体制構築など、町民の「生きる」を支えるネットワー
クの構築を目指します。

1,146千円

財源内訳

主な経費

自殺対策事業

3

　
　がんによる死亡率減少を目標に、がんの予防や早期発見につながるがん検診を実施しています。
平成29年度から胃がんリスク検査(ピロリ菌の有無を調べる検査)と胃のバリウム検査のどちらか
一方の助成を引き続き助成実施。(対象は令和3年度に４０・５０・６０歳になる方)
平成30年度より３０代の乳がん検診を実施。７月の子宮頸がん・乳がん検診については島内の検
診会場で受診でき、受診しやすい環境づくりに努めます。

【令和3年度実施予定のがん検診】
・胃がん、大腸がん、前立腺がん、胃がん、心不全リスク検査、肺がんCT、内臓脂肪量測定
（7、8月）
・子宮がん、乳がん検診（７月）【30代は2月に個別で実施予定】
・肺がん(８月)、結核検診（9月）

　

25,172千円

財源内訳

主な経費

健康増進事業
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課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

町負担額　 652千円

交通費 469千円

宿泊費 183千円

課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

県補助金 　406千円

町負担額　 406千円

交通費 562千円

宿泊費 250千円

6 離島地域不妊治療

　特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）の指定医療機関のない離島地域の不妊治療受診者に対
し、経済的負担の軽減を図るため、通院に要する交通・宿泊費用の総額の2/3を助成しています。

【対象者】徳之島町に住所を有し、鹿児島県が実施している『鹿児島県不妊治療費助成事業』を受
けている夫婦。＊鹿児島県不妊治療費助成対象者については徳之島保健所にお問合せ下さい。

【助成の内容】
　①交通費　鹿児島市（鹿児島本港）までの船賃又は鹿児島空港までの航空機運賃（1回の治療に
つき9往復まで）
　②宿泊費　1泊5,000円（1回の治療につき15泊まで）

812千円

財源内訳

主な経費

5 ハイリスク妊産婦等支援事業

　妊産婦又は新生児が島外の医療機関で出産や治療を受ける必要がある場合に、その交通費及び宿
泊費の１部を助成し、妊産婦の経済的及び精神的負担の軽減を図っています。

【対象者】①未熟児等の為に島外に滞在を余儀なくされた者
　　　　　②医師が島外での出産が必要と判断した者
　　　　　③医師がハイリスク妊娠管理が必要と認めた者
　　　　　④ハイリスク妊婦の為、定期的に島外に通院する必要がある者

【助成の内容】①交通費：徳之島空港（亀徳新港）から鹿児島空港（鹿児島港）の離島割引を適用
し、５往復まで　②宿泊費：１泊5,000円を限度額、最高30泊までとし、交通、宿泊にかかった
合計の2/3を助成します。

　

652千円

財源内訳

主な経費

- 20 -



課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

国庫支出金　補助率1/2 3,300千円

県支出金　補助率1/4 1,650千円

町負担額　1/4 1,650千円

未熟児養育医療費

保険適用分 600千円

生保等無保険分 6,000千円

　　　

課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

町負担額 11,200千円

妊婦健康診査 9,758千円

産婦健康診査 600千円

新生児聴覚検査 300千円

９～11か月児健康診査 482千円

乳幼児精密健康診査 60千円

8 妊産婦健康診査・新生児聴覚検査・乳幼児健康診査支援事業

　安全に安心して妊娠・出産し、生まれた子が健やかに育つよう、また、早期に適切な支援につな
げることができるよう、医療機関で受ける健康診査や検査の費用を公費負担します。

【公費負担の方法】妊娠時に保健センターで交付する、『健康診査受診票綴』や各乳幼児集団健康
診査時に発行する『乳幼児精密健康診査受診票』を用いて、医療機関を受診します。

【事業の内容】・妊婦健康診査（14回分）　・産婦健康診査（１回分）　・新生児聴覚検査（確
認検査を含め2回分）　・９～11か月児健康診査　・乳幼児精密健康診査

　

11,200千円

財源内訳

主な経費

7 未熟児養育医療事業

　未熟児は生理的に未熟であり、疾病にかかりやすく、生後速やかに適切な処置を必要とします。
このため、高度な医療を必要とする未熟児に対して、養育に必要な医療の給付を行います。

【対象】出生体重が2,000g以下、又は規定の症状を示すもので、医師が必要と認めたもの
【給付の範囲】医療保険各法適用による自己負担金分を国1/2、県・町それぞれ1/4づつ負担しま
す。
　　　　　　　（前年度の所得に応じて、町が負担した一部を自己負担金として徴収します。）

　

6,600千円

財源内訳

主な経費
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課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

町負担額　 474千円

食育啓発事業 151千円

補助金 323千円

課 名 健康増進課

係 名 保健センター

事 業 費

県補助金　1/2　 120千円

町負担額　1/2　 120千円

居宅サービス費 50千円

居宅サービス費+福祉用具貸与 80千円

福祉用具購入 100千円

認定に係る費用 10千円

9

　
　食生活改善推進員と協力して食育に関する住民の意識を高め、食生活の改善や地産地消等に関心
をもち食育を通して心と身体が健やかになれるように食育関係組織と連携し推進していく。

【令和3年度実施内容】
　〇離乳食教室　　　　　〇食育月間街頭キャンペーン　　　〇出前講話・調理実習
　〇乳幼児健診での栄養指導　   ○マタニティクラスでの栄養指導　　　○食育啓発事業

　

474千円

財源内訳

主な経費

食育推進事業

10 若年末期がん患者療養支援事業

　若年の末期がん患者が、住み慣れた自宅で、最後まで自分らしく安心して日常生活が送れるよう
在宅における生活を支援し、患者及びその家族の負担の軽減を図ることを目的とし、療養に必要な
サービスの公費負担を行います。

　　　【対象者】   在宅療養を行う40歳未満の末期がん患者（医師が認めた者）

【サービス内容】　居宅サービス（訪問介護・訪問入浴介護）
　　　　　　　　　福祉用具貸与・福祉用具購入

　

240千円

財源内訳

主な経費
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事 業 費

県支出金 1,515千円

町負担額　 8,852千円

委員報酬 8,472千円

旅費 424千円

負担金 260千円

その他 1,211千円

事 業 費

委託金　 436千円

町負担額　 52千円

会計年度職員報酬 263千円

旅費 127千円

補助金 68千円

需要費 30千円

事 業 費

県支出金 2,352千円

町負担額 155千円

会計年度任用職員報酬 788千円

会計年度任用職員期末手当 171千円

旅費 1,448千円

需要費 100千円

11．農業委員会

局 名 農業委員会

局 名 農業委員会3 機構集積支援事業

　遊休農地の発生防止、解消による優良地の確保に取り組みとともに、農地中間管理機構等と連携
して、担い手への農地の利用集積を推進しています。集落ごとに、農地パトロールを行い農地の状
況を調査し、所有者に意向調査を行い農地の斡旋を行っています。

　

2,507千円

財源内訳

主な経費

2

　農業者年金の加入促進、普及定着についての支援を行います。
　農業者年金の現況届、新規加入業務及び裁定請求書業務を行っています。

488千円

財源内訳

主な経費

農業者年金受託事業費

1

　新・農業委員会制度の下での組織、活動体制の整備、強化の支援を行います。
　毎月、農業委員会定例会を開催し、農地の売買、農地の賃貸借、農地転用、地目変更等の申請書
　を審査して、許可書の発行業務を行います。

　

10,367千円

財源内訳

主な経費

農業委員会費局名 農業委員会
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事 業 費

国庫補助金　 3,552千円

町負担額　 1,031千円

会計年度任用職員報酬 2,649千円

会計年度任用職員期末手当 431千円

需要費 235千円

旅費 501千円

その他 767千円

事 業 費

国庫補助金　 2,300千円

経営転換協力金事業 300千円

地域集積協力金事業 2,000千円

農業委員会 機構集積協力金事業

　【地域集積協力金】　　人・農地プランなど地域の話し合いで、まとまった農地を担い手に集積
　　　　　　　　　　　　した地域に対して交付します。

　【経営転換協力金】　　離農または経営転換される方、農地の相続人で農業をしない方が自作地
　　　　　　　　　　　　を貸付けた場合に交付します。

　

主な経費

財源内訳

2,300千円

5 局 名

4 農地中間管理事業

　
 　農地中間管理機構が農地の所有者から農地を借り受け、必要な場合は基盤整備等の条件整備を
実
 施し、貸付けにあたって地域で農地の借り受けを希望する者を公募し、応募した者の中から適切
 な貸付相手方を選定した上で、認定農業者等担い手がまとまりのある形で農地を利用できるよう
 に配慮して貸付ける事業。

4,583千円

財源内訳

局 名 農業委員会

主な経費
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課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

県支出金 77千円

町負担額 554千円

補助金（利子補給１％以内） 631千円

農業近代化資金利子補給

農業振興資金利子補給

畜産特別資金等

課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

県支出金 8,250千円

補助金 8,250千円

（150万円×５名）

（75万円×１名）

課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

町負担額　 　97千円

報償費 22千円

旅費 65千円

消耗品費等 10千円

3

　今後高齢化や後継者不足による人と農地の問題について、今のうちから集落・地域での話合いに
よって農業を担う経営体や基盤となる農地を将来にわたり確保していくため、地域の中心となる経
営体の掘り起こしや農地集積に必要な話合活動。

　

97千円

財源内訳

主な経費

人農地問題解決加速化支援事業（人・農地プラン）

2

 　次世代を担う農業者となることを志向する原則50歳未満の経営開始直後の認定新規就農者に対
し、資金を交付します。

8,250千円

財源内訳

主な経費

農業次世代人材投資事業

1 農業制度資金利子補給補助金事業

 　農業者の資金装備の充実・農業所得の向上及び農業振興を図るため、系統資金の融資に係る利
子に対し予算の範囲内もおいて利子補給補助金を交付する。

631千円

財源内訳

主な経費

12．農林水産課
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課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

町負担額　 500千円

20千円／10a 500千円

（上限100千円）

（100千×5件）

課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

町負担額　 90千円

補助金 90千円

課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

町負担額 5,270千円

需用費(施設修繕料、停電時燃料費) 950千円

役務費(施設保険料等) 10千円

委託料(電気代等) 4,200千円

使用料及び賃借料(停電時用) 110千円

6 植物工場管理運営費

　町では、障がい者等の働く場の創出を目的に植物工場（水耕栽培）を設置しました。現在、障が
い者の就労支援の場として就労支援事業者に施設の運営を委託し、障がい者による野菜の生産が行
われています。

　生産作物・・・ホウレン草、小松菜、水菜、ルッコラ
　　　　　　　　（島内スーパー等に出荷してます）

5,270千円

財源内訳

主な経費

5 担い手支援対策事業

　農業経営管理等に資する農業簿記ソフトの導入資金の１／２以内の額の助成をします。
事業対象者：認定新規就農者及び認定農業者　　　※１度この事業を受けた方は対象外

　

90千円

財源内訳

主な経費

（３0千×３件）

4 遊休農地等解消事業

　遊休農地等を借り受けて農業生産の向上を図る目的で簡易な土地条件整備事業について支援す
る。
事業対象者：人・農地プランの中心経営体

500千円

財源内訳

主な経費

参考画像 
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課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

町負担額 1,954千円

需用費(分析用資材、光熱水費等) 578千円

役務費 141千円

委託料(浄化槽) 37千円

その他 1,198千円

課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

町負担額 3,273千円

使用料　　 400千円

需用費(電気代等) 1,163千円

役務費 22千円

委託料 491千円

工事請負費（トイレ洋式化、他） 1,800千円

備品購入費 197千円

課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

県支出金 624千円

町負担額　　 624千円

報償費（郷土料理教室、農業体験等） 249千円

旅費（食育講演会講師旅費） 71千円

需要費（食材費、生産資材費等） 556千円

役務費 85千円

使用料及び賃借料 287千円

7 地域農業管理施設運営費

　町では、農地の地力増強の為に土壌分析を無料で行っています。分析では、土壌内の栄養バラン
スを数値・データにより必要な肥料の投入量を表し、助言・指導します。

1,954千円

財源内訳

主な経費

9 地域での食育の推進事業

　地域住民が地産地消を基本とした健康で豊かな食生活を実現できるよう、幅広い世代を対象に食
文化の継承や日本型食生活の普及促進、農林漁業体験を通じた食や農業への理解促進に努めます。

1,248千円

財源内訳

主な経費

8 農産物処理加工センター運営費

　地域の生産物に付加価値を加えることにより、地場産物の消費拡大と農家所得の向上を目的とし
ています。地域の農産物(肉類は除く)の加工の場を提供します。

3,673千円

財源内訳

主な経費
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課 名 農林水産課

係 名 農政係

事 業 費

課 名 農林水産課

係 名 農産係・林務水産係

事 業 費

県補助金 34,682千円

町負担額　 6,726千円

報酬費 1,221千円

職員手当 199千円

共済費 199千円

旅費 88千円

需用費 90千円

補助金 39,611千円

10 ふれあい農園貸出事業

　町民の方々が自家用野菜・花の栽培、高齢者の生きがいづくり、生徒・児童の体験学習などの多
様な目的で、小面積の農地を利用して野菜や花を育てるための農園を貸し出します。

　場　所：みのり館　敷地内
　面　積：５０㎡
　使用料：１００円／月
　貸出期間：毎年10月～翌年7月（10ヶ月間）
　申込期限：随時(※定員になり次第締め切り)

0千円

11 奄美群島農林水産物等輸送コスト支援事業

　流通条件の不利性を軽減し、本土産地と同一条件の環境を整えるため、奄美群島の出荷港から県
本土の港までの輸送コストを補助します。
　補助対象者：農林水産物を生産し、本土へ出荷する団体・農業収入の申告を行っている者
　対象品目：①農産物(野菜等・花き・果樹)・原材料　　３９，００８千円
　　　　　　②水産物(マグロ類・ソデイカ等)　　２０３千円
　　　　　　③林産物(木材チップ・キクラゲ・奄美産材)　　４００千円
　　　　　　※加工品は補助対象外
　補助対象経費：県本土までの輸送費(基準額に基づく額)
　補助率：１００％　　申請期間：１０月末

財源内訳

主な経費

　

41,408千円

財源内訳

主な経費
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課 名 農林水産課

係 名 農産係

事 業 費

町負担額　 3,500千円

補助金 3,500千円

①10万円×5件 （500千円）

②100万円×1件 （1,000千円）

③10万円×20件 （2,000千円）

課 名 農林水産課

係 名 農産係

事 業 費

町負担額　 2,205千円

①消耗品費 1,305千円

ｶﾐｷﾘﾑｼ防除薬　340袋×3,000円／袋 （1,020千円）

ｱﾘﾓﾄﾞｷｿﾞｳﾑｼ防除薬　120袋×1,000円 （120千円）

ｱﾌﾘｶﾏｲﾏｲ防除薬　300袋×550円 （165千円）

②報償費（買上)

 30円×30,000匹 900千円

害虫防除対策事業13

　生産基盤を強化するとともに付加価値の高い農業生産の推進、有機物の有効利用等の必要な対策
を実施する。
（補助対象者）徳之島町在住かつ、町内にほ場がある農家
（事業内容）①農業機械及び農業用施設の整備
　　　　　　②集出荷施設の整備及び農業用ハウスの整備等
　　　　　　③鳥獣被害防止対策資材の導入
（申込期限）　６月11日(申請が多い場合は抽選）

園芸施設機械等補助事業12

財源内訳

3,500千円

　

①害虫防除対策として防除薬の購入費を補助する。
（各対象薬剤）バイオリサスリム（ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘﾑｼ用）
　　　　　　　ダーズバン粒剤（ｱﾘﾓﾄﾞｷｿﾞｳﾑｼ用）
　　　　　　　マイマイペレット（ｱﾌﾘｶﾏｲﾏｲ用）
（申込期間）バイオリサスリム　令和3年3月26日(締切り)
　　　　　　ダーズバン粒剤　通年
　　　　　　マイマイペレット　通年
②カミキリムシ撲滅のため買上を行う。
（買上対象虫）ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘﾑｼ　　　　（買取額）　30円/匹

主な経費

主な経費

財源内訳

2,205千円
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課 名 農林水産課

係 名 農産係

事 業 費

（堆肥）

負担金 1,000千円

（緑肥）

消耗品費 250千円

課 名 農林水産課

係 名 糖業係

事 業 費

補助金 3,334千円

課 名 農林水産課

係 名 糖業係

事 業 費

県支出金 1,040千円

町負担額 2,088千円

種苗費 95千円

運搬費 573千円

委託費 2,460千円

（緑肥）町50％　・　農家50％

主な経費

1,250千円

（堆肥）町25%　・　農家75%　※ﾊﾞﾗ堆肥の場合

14 環境保全型農業推進事業

  環境保全型農業推進として堆肥や緑肥の購入費を助成する。
 ・堆肥助成
（補助対象者）町内在住の園芸作物生産者
（対象品目）パワーフレッシュ（徳之島町堆肥センター製造）
（補助額）１０５円／袋・（バラ）２，０００円／ｔ　　　（申込期限）終日受付(通年)
・緑肥助成
（補助対象者）町内在住の農業者
（対象品目）クロタラリア・ヒマワリ・ヘイオーツ　　　　（申込期間）１月～2月中旬

　

財源内訳

　さとうきび農家の共同利用組織や農作業受託組織が行う機械導入の支援や耐用年数を超えて使用
しているハーベスター等の機能向上を支援することで、さとうきびの品質向上を図ることが目的で
ある。

事業内容
（１）共同利用や作業受託に必要な農業機械導入（株出管理機、防除機、植付機など）
（２）耐用年数を超えて使用しているハーベスターの機能向上

15 さとうきび機械導入等支援事業

　

財源内訳
県１/３・農家２/３

主な経費

16 さとうきび優良種苗供給確保事業

3,334千円

　さとうきび優良種苗（無病苗）の原苗ほを設置し、優良品種の計画的な普及を図り、生産の安
定、向上を図る。

【内容】委託先農家が植付１年後種苗用として農家へ有償で提供
　　　　春（２月～４月）夏（９月～１０月）

財源内訳

主な経費

3,128千円
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課 名 農林水産課

係 名 糖業係

事 業 費

ハリガネムシ　 3,000千円

チンチバック 400千円

野そ（ねずみ） 300千円

課 名 農林水産課

係 名 糖業係

事 業 費

町負担額　 700千円

補助金 700千円

課 名 農林水産課

係 名 糖業係

事 業 費

消耗品 125千円

主な経費

財源内訳

ハリガネムシ　関係機関５５％・農家４５％

野そ（ねずみ）関係機関５０％・農家５０％

主な経費

チンチバック　関係機関５０％・農家５０％

財源内訳

主な経費

19 地力増強対策事業

　地力の低下によって、品質・収量等に影響していることから、地力増強対策として緑肥（クロタ
ラリア・ひまわり）の栽培により地力増強を図ることで、単収向上・農家所得向上を図る。

125千円

財源内訳
関係機関５０％・農家５０％

農薬助成事業

　さとうきび生産農家が健全なさとうきび経営を行うために農薬購入の一部助成を行います。
対象農薬
ハリガネムシ　：プリンスベイト、ダントツ粒剤、アドバンテージ
チンチバック　：スミチオン
野そ（ねずみ）：ヤソジオン

3,700千円

　

700千円

17

18 黒砂糖まつり

　昔ながらの黒砂糖造りを伝承することを目的とし、観光客の集客、町民が明るく豊かで活力に満
ちた健康の町づくりに資する。
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課 名 農林水産課

係 名 畜産係

事 業 費

課 名 農林水産課

係 名 畜産係

事 業 費

借入金 15,000千円

優良雌牛自家導入事業補助金 100千円／頭

課 名 農林水産課

係 名 畜産係

事 業 費

町補助金 3,000千円

22 畜産振興事業

　小規模農家を中心に機械、機材等の購入費用を助成します。町の農業生産の総合的な振興を図る
ため、農業機械、機材等の導入により、農業の低コスト化、農作業の省力化・効率化を図り、農業
者の生産意欲の向上と農地の有効利用を促進し、もつて持続可能な農業経営に資することを目的と
しています。例）子牛ハッチ・スタンチョン・回転柵等・分娩カメラ

　

3,000千円

財源内訳
町負担１／２以内

申込み多数の場合は抽選

主な経費

20 家畜導入事業

15,000千円

財源内訳

主な経費

　新規または、畜産農家への導入支援を行い３０万円を貸し付け、子牛導入負担の軽減を図りま
す。貸し付け金額は５年間で年６万円づつ返済となります。
 例）子牛1頭８０万円の場合
８０万－３０万＝５０万は農家手出し、残りの３０万は、５年返却となり町が貸し付けを行いま
す。
（貸し付け条件）　　＊　年齢　７５歳まで　　　＊　納税確認
　　　　　　　　　　＊　徳之島町内に居住し町内に牛舎がある方

　

0千円

財源内訳
基金より支出

21 優良雌牛自家導入事業

　年々、繁殖牛の頭数は高齢化及び子牛の高値の影響で導入及び保留頭数は減少している状況で
す。この事業で増頭支援の取り組みを行っています。
（内容）　保留、または導入した子牛に対して一部助成。
（条件）   ＊　徳之島の基幹、準基幹種雄牛
 　　　　  ＊　町税等の滞納がないこと

主な経費
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課 名 農林水産課

係 名 林務水産係

事 業 費

①狩猟者登録促進事業

　補助金 50千円

②鳥獣被害対策推進事業

　捕獲機導入、講習会費用等 2,000千円

課 名 農林水産課

係 名 林務水産係

事 業 費

県支出金 4,267千円

町負担額 1,830千円

枯損木の伐倒除去委託料 4,000千円

マツへの薬剤の樹幹注入委託料 2,097千円

課 名 農林水産課

係 名 林務水産係

事 業 費

県支出金 2,801千円

町負担額　 1,211千円

消耗品費 10千円

委託料 4,002千円

25 造林事業

　徳之島町有林内の不用木等を除去し、適正な密度管理を行うことで、森林の持つ公益的機能の維
持を図るだけでなく、建築材や工芸品などに利用できる有用樹種の森林内構成割合を高めることで
生産性の高い森林をつくり、林業の活性化に資する。

　

4,012千円

財源内訳

主な経費

24 里山林等保全管理促進事業

　幹線道路沿線や里山林など公益上重要な森林において、防災・景観保全等の観点から枯損木の伐
倒・除去を行うほか、健全マツの保全のため薬剤の樹幹注入を行う。

6,097千円

財源内訳

主な経費

23 鳥獣被害対策事業

昨年度爆発的な被害を及ぼした鳥獣(イノシシ)被害の対策を行い、農作物への被害軽減を目指しま
す。
①狩猟者登録促進事業
 狩猟免許取得に係る経費に対して補助を行い狩猟者登録数の増加を目指します。
②鳥獣被害対策推進事業
 ICT機器等に対応した捕獲機を導入し、効率的な駆除を行います。
 被害対策軽減の為に集落の方への講習会等を行います。

2,050千円

財源内訳

主な経費

①狩猟者登録促進事業　1/2助成

②鳥獣被害対策推進事業　10/10国
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課 名 地域営業課

係 名 地域営業係

事 業 費

町負担額 13,150千円

スタッフ賃金 2,763千円

消耗品費等の需用費 9,600千円

通信運搬費等の役務費 600千円

農作物等の原材料費 120千円

機械等の使用料 54千円

その他 13千円

課 名 地域営業課

係 名 商工観光係

事 業 費

県支出金　 11,701千円

町負担額　 35,424千円

スタッフ賃金 4,612千円

多言語解説案内板事業費 2,492千円

イベント参加旅費 427千円

輸送コスト支援事業費 13,743千円

その他 25,851千円

13．地域営業課

1

　徳之島町総合食品加工センター「美農里館」では、島の農作物を加工しジャムやシークニン
ジュース、角煮カレー、ジェラート（アイスクリーム）とソルベ（シャーベット）など、付加価値
を高めた特産品の製造・販売をしています。
　併設した店舗では地元の生産者が製造した、黒糖やみそ豆、ジュースなどの加工食品、アクセサ
リーやバッグなどの工芸品を販売しており、お土産品として購入に訪れる方が増えています。
　また、企画課ふるさと思いやり応援推進室と連携し、ふるさと納税の返礼品の発送業務を行って
います。

13,150千円

財源内訳

主な経費

みのり館店舗運営事業費

2

　世界自然遺産登録に向けて外国人の観光客の増加が見込まれることから、観光地に多言語解説案
内板（日本語・英語）を整備し、案内板のQRコードを読み取ることで、町公式HPに作成した中国
語と韓国語の解説文にアクセスできるようにいたします。また、観光地や観光施設を安心・安全に
使用できるよう、専任のスタッフが巡回して清掃や草刈り作業をしています。
　輸送コスト支援事業は、本土に比べて割高な輸送費の負担軽減を図り、中小企業の振興につなげ
るものです。
また、今年度にはふるさと思いやり基金を活用し、徳之島町独自の観光パンフレットを作成いたし
ます。

47,125千円

財源内訳

主な経費

観光PR・観光地整備、中小企業振興事業
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課 名 耕地課

係 名 計画係

事 業 費

町負担額　 40,200千円

借入金　　 40,200千円

第一母志地区負担金 60,000千円

第一花徳地区負担金 36,000千円

徳之島北部地区負担金 90,000千円

第二南亀地区負担金 249,000千円

他7地区負担金 369,000千円

課 名 耕地課

係 名 計画係

事 業 費

町負担額　 7,600千円

借入金　  2,900千円

第一花徳地区負担金 10,500千円

1

　畑に水を撒くことで作物の増収や高収益作物の導入を図り、農家所得の向上を目的に、徳之島用
水ダムの水を利用した畑地かんがい施設（スプリンクラー）の整備と、土層改良事業を平成20年
度から継続で行っています。

　本町の計画地区は、11地区1,067haで受益対象農家は1,041名となっています。
今期は、第一母志（畑かん4ha）、第一南亀（畑かん２ha）、第一花徳（畑かん２ha）、第二下
久志（畑かん２ha）第二尾母1期（畑かん１ha土層改良１ha）第二尾母2期（畑かん３ha）徳之
島北部（畑かん６ha）第二南亀（支線1㎞畑かん１ha）第一尾母地区１期（支線２km農道４００
m）第一尾母２期（支線３.７km）を計画しています。

　

804,000千円

財源内訳

主な経費

県営畑総事業

2

　施工期間　～令和４年度
　事業内容
　令和元年　河内揚水機場　ポンプ製作
　令和２年　河内揚水機場　ポンプ据付・電気設備製作据付
　　　　　　Ｆ１中継加圧機場　ポンプ製作・据付　電気設備製作据付
　令和３年　河内頭首工　転倒ゲート更新
　　　　　　２号ファームポンド　補修
　令和４年　１号ファームポンド　補修
　　　　　　河内揚水機場　建屋補修
　　　　　　Ｆ１中継加圧機場　建屋補修
【令和3年度実施地区】　第一花徳地区

　

10,500千円

財源内訳

主な経費

基幹水利施設ストックマネジメント事業

14．耕地課
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課 名 耕地課

係 名 耕地係

事 業 費

国：50%　県：25% 　35,204千円

町：25%　　　　　 　 11,735千円

補助金

（10組織の活動費） 46,939千円

課 名 建設課

係 名 土木係

事 業 費

国庫補助金　 　143,900千円

借入金　 59,400千円

町負担額　 3,054千円

工事請負費 130,572千円

測量設計委託料 26,000千円

用地・補償費 49,500千円

その他 282千円

　農業振興を図るために，農用地や農道・水路等の農業用施設，農村環境を地域共同活動により適
切に保全管理することを目的に，農地維持活動・資源向上活動（共同）を行うもので。本町は１０
組織で行っています。

【組織名】
　①手々農地愛好クラブ　②金見優癒グループ　③山・畦・ふるさと保全会
　④花轟みどりの会農地・水・環境保全組織　⑤母間キュラサーデ会
　⑥下久志・旭ヶ丘・水神隊　⑦神嶺・農地・水農地・水・環境保全組織
　⑧亀津南部農地保全隊　⑨亀津北部農地保全隊　⑩尾母ハテ・マモラーレ隊

　

46,939千円

財源内訳

主な経費

多面的機能支払交付金事業

15．建設課

1

　地域の重要なアクセス道路として利用されている町道について、老朽化が進み、地域からも排水
等に関する改良を求める声が多く寄せられている路線の排水改良及び舗装修繕を行うほか、徳之島
町橋梁長寿命化修繕計画に基づき、更新時期を迎えている橋の補修を行うことで、町道の安心・安
全な環境整備に努めます。

【令和3年度実施予定】
　道路改良等：亀津下晴線、亀津中央線、亀津19号線、亀津5号線、亀徳西原線、尾母卸口線、
亀徳11号線、亀徳小郷線、花時名赤政線、山窪田線、畦海浜線、大船築地線、亀津中央線(交
安)、井之川A幹線
　橋梁修繕：大湊橋、船渡橋、第四丹向橋
　橋梁点検：１８橋

　

206,354千円

財源内訳

主な経費

社会資本整備道路事業

3
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課 名 建設課

係 名 地籍調査室

事 業 費

国、県支出金　 33,855千円

町負担額　 11,734千円

作業員賃金 5,612千円

事業・測量委託料 34,101千円

調査支援システムリース料 1,764千円

境界杭等現場用品 695千円

その他 3,417千円

課 名 建設課

係 名 建築係

事 業 費

国支出金　 67,800千円

借入金　 84,000千円

町負担額 160千円

申請手数料 100千円

設計・監理委託料 13,000千円

工事請負費 138,860千円

2

・地籍調査とは国土調査法に基づき、毎年計画した一定の範囲内の土地一筆毎の所有者、地番、地
目、境界、面積等を調べる事業です。（平成3年度より各集落地を中心に調査を行っております）
　現在使われている土地登記簿(公簿)や公図(字図)は、古くは明治時代初期に作成されたこともあ
り、当時の測量技術の未熟さと長い年月による土地の移り変わりにより、現在の土地状況（現況）
と公簿が一致する事は稀であるため、多くの不便や土地の境界紛争等の原因となっています。
　地籍調査を実施し公簿と現況を可能な限り一致させる事により、土地の有効活用、財産の保護、
公課上の公平化・災害時の早期復旧に多大な恩恵をもたらす事が期待できます。

　＜事業の主な経費＞
①地権者との境界立会いや調査、現地立会いを実施するための伐採を行う作業員への報酬
②境界が判明した土地を測り、図面の作成を行う測量会社等への委託料
③地籍調査支援システムのリース料（調査の補助や完成した図面の管理を行う）
④立会を実施した後に境界の目印として打つ杭や金属鋲の購入費

【令和3年度の調査実施予定地区】
・６つの地区（亀津、亀徳、神之嶺、井之川、花徳、尾母）の一部を予定しています。

　

45,589千円

財源内訳

主な経費

地籍調査事業

3 公営住宅整備事業

　徳和瀬住宅では現地建替を行い世代のニーズにあった住宅の確保及び住環境の向上を図ります。
　港ヶ丘団地では外壁改修工事を実施し、建物の老朽化による事故等を未然に防ぐとともに長寿命
化を図ります。

【３年度実施内容】徳和瀬住宅　木造平屋１棟２戸・港ヶ丘団地４棟２４戸（工事監理・建築本
体・電気設備・機械設備・外構工事・実施設計・外壁改修）

151,960千円

財源内訳

主な経費
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課 名 建設課

係 名 建築係

事 業 費

国庫補助金　 450千円

町負担額 550千円

補助金　 1,000千円

課 名 建設課

係 名 建築係

事 業 費

国庫支出金 1,000千円

県支出金　 500千円

町負担額 500千円

補助金 2,000千円

課 名 建設課

係 名 計画施行係

事 業 費

国庫支出金 30,000千円

借入額 30,000千円

工事費 60,000千円

4 住宅リフォーム助成事業

　住宅の長寿命化、質の向上と併せて地域経済の活性化、雇用の安定化を図るため、町民が町内の
施工業者を利用して、個人住宅のリフォームを行う場合に、その費用の一部を補助します。

【実施対象】　・居室等の増築、間取りの変更
　　　　　　　・屋根、外壁、床、壁、天井等の改修
　　　　　　　・台所、ﾄｲﾚ、浴室、洗面所の改修など
【補 助 額】　対象工事の15％（ただし、限度額を240千円とする）

　

1,000千円

財源内訳

主な経費

6 徳之島町公園施設長寿命化事業

　総合運動公園では施設の老朽化に伴い、町単独費による修繕や改修・撤去等が増え、通行できな
い木橋や散策路、機能していない施設が多くなり、平成29年度に公園施設長寿命化計画策定を
行った。
令和３年度は、長寿命化支援事業により野球場の整備を進め、安全・安心な都市公園の再整備を進
めてまいります。

60,000千円

財源内訳

主な経費

5 空き家活用ｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ住宅改修助成事業

　空き家の利活用と住宅確保要配慮者の民間住宅への入居の円滑化を図るため、町民が町内の施工
業者を利用して、改修工事を行う場合に、その費用の一部を補助します。

【実施対象】　・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修工事・耐震改修工事・共同居住用住宅に用途変更する為の改修工事
　　　　　　　・間取り変更工事・子育て世帯対応改修工事・防火・消火対策工事
【補 助 額】　対象工事の66％（ただし、限度額を1,000千円とする）

2,000千円

財源内訳

主な経費
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課 名 建設課

係 名 道路係

事 業 費

県支出金 17,840千円

町負担額 200千円

作業員賃金等 12,115千円

消耗品費・燃料費等 1,582千円

自動車借上料 1,477千円

その他 2,866千円

課 名 学校教育課

係 名 庶務係

事 業 費

町負担額　 13,387千円

学士村塾・向学塾講師等 1,439千円

講師旅費等 175千円

会場借上／遠隔授業システム使用料 7,336千円

各検定及び学力向上対策試験負担金 2,400千円

その他 2,037千円

課 名 学校教育課

係 名 庶務係

事 業 費

町負担額　 1,881千円

県支出金　 1,096千円

留学センター管理委託料 780千円

ふるさと留学制度補助金 1,777千円

その他 420千円

16．学校教育課

2 ふるさと留学制度事業

　手々小中学校及び山小・中学校の教育の充実や同地区の活性化を図ることを目的に離島留学生の
受入を行っています。今年度は手々地区で，合宿型の留学生受入施設と里親宅にて留学生を受け入
れる。居住費用や休業中の帰省旅費、さらには里親の傷害保険費用を補助し，安心して留学生を受
け入れるための運営体制を支援する。（R2実績　手々校区留学生：4人）

2,977千円

財源内訳

主な経費

1 教育再生事業

　学力の町「学士村」再興のために行政主導の学習の場として休日の土曜日に「学士村塾」を、夏
期・冬季・春季休業中は短期集中型で「向学塾」を開講し、子どもたちの向学意欲の向上を図る。
「学士村塾」・「向学塾」の両方において、ＩＣＴを活用した専門講師による遠隔での合同講義
や、学習アプリを使った質の高い学習が可能となり、子どもたちの深い学びに期待できる。
　さらには、小学校高学年から中学生を対象に学力向上対策試験の実施により自らの学力を把握す
るだけでなく、町内や他地域の受験生と比較することで島内の子どもたちのなかで希薄化している
競争意識を持たせ、学力に対する意識改革にもつなげる。
R2実績　学士村塾参加者：123人　向学塾参加者：64人　学力対策試験受検者：176人

　

13,387千円

財源内訳

主な経費

7

　昨年度から引き続き、県からの権限移譲により、徳之島町の県道の草刈りや清掃等の簡易な維持
管理を行います。

18,040千円

財源内訳

主な経費

県道路維持管理事業
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課 名 学校教育課

係 名 庶務係

事 業 費

町負担額　 11,752千円

県支出金　 2,440千円

プログラミング講師報償費/修繕料 300千円

タブレット・ペッパー賃借料 4,134千円

学習支援システム/デジタル新聞活用利用料 784千円

遠隔合同授業ｼｽﾃﾑ使用料 3,487千円

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞ等購入費 5,330千円

授業目的公衆送信補償金 157千円

課 名 学校教育課

係 名 庶務係

事 業 費

町負担額　 10,500千円

重機借上料 1,200千円

原材料費 2,100千円

給食配送車 7,200千円

3 ICT・IOT活用教育推進事業

　
　本町は、新時代の最先端技術活用の推進を通して「最先端の学びの町」を揚げています。コロナ
禍の中で昨年度、国の「GIGAスクール構想」等が前倒しされ、一人一台端末や学校のWi-Fi環境
が整備しました。このようなICTを利活用し、教育活動を進める上での課題解決に向けて、職員等
の知識やスキルの向上を目指した研修も実施します。また、昨年度北部の４小学校で更新した遠隔
合同授業システムや学習支援ソフトの活用を推進します。さらに、ペッパーを活用し町内専門家を
ICT教育支援員として派遣して小学校でのプログラミング教育の充実、教員の負担軽減を図りま
す。
R２年度　一人一台情報器機：９７５台、デジタルテレビ：30台、遠隔合同授業システム

14,192千円

財源内訳

主な経費

4 幼稚園給食導入事業

　
　幼児教育における食育は，子どもの健やかな発育・発達を目指した給食を提供することで，生涯
を通して望ましい食生活を営む判断力や習慣を身につけることをねらいとしている。
　今回，幼稚園へ給食を導入することにより，給食を通じて町全体への食生活の改善における推進
や子育て支援推進について寄与することになり，給食指導の場においても小学校への円滑的な接続
をすることが可能となることで今後の学校生活においても充実した教育活動を行うことに繋がって
いくと考えられる。
　また、保護者負担の軽減に繋がり，さらに他の施設との差別化をなくすことでバランスの取れた
園児数の確保によってより良い幼稚園運営を行っていけると考えられる。

　

10,500千円

財源内訳

主な経費
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課 名 社会教育課

係 名 社会体育係

事 業 費

町負担額　 10,078千円

徳之島町体育協会 7,659千円

徳之島町スポーツ少年団 2,419千円

課 名 社会教育課

係 名 公民館係

事 業 費

公民館講座受講者負担　　　　　　500千円

町負担額             　　　 6,163千円

公民館講座事業 2,771千円

成人式事業 960千円

徳之島町文化協会 650千円

文化芸術による子どもの育成事業 600千円

徳之島町自治公民館連絡協議会 104千円

2 公民館事業

中央公民館として各自治公民館と連携し地域のニーズにこてえております。公民館講座や自習学習
グループの育成を推進し、文化祭や生涯学習フェアや島口・島唄・民舞の祭典などを開催しており
ます。
　
　○公民館講座　　○成人式　○文化芸術による子どもの育成事業
　○文化協会事業　○自治公民館連絡協議会事業

　

6,663千円

財源内訳

主な経費

1

社会体育の充実と底辺拡大を積極的に進めるとともに、「生涯スポーツ」の振興を図り、心身とも
に健康で活力に満ちた町民の育成に努め、スポーツによる交流人口の拡大を図ります。
（令和３年度事業）
◯徳之島町体育協会事業（１１地区・２１競技連盟）
・徳州球技大会・大島地区大会・町民体育祭・町駅伝大会・大島地区復帰記念駅伝競走大会
◯徳之島町スポーツ少年団運営事業（１１競技・２３団体）
・町競技別交歓大会・大島地区交歓大会・県競技別交歓大会・九州ブロック交流大会

　

10,078千円

財源内訳

主な経費

保健体育事業

17．社会教育課
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課 名 社会教育課

係 名 文化係

事 業 費

国補助金 1,383千円

県補助金 110千円

町負担額             　　　 1,279千円

報酬(会計年度任用職員) 821千円

旅費 601千円

使用料及び賃借料 574千円

委託料 384千円

消耗品費 140千円

課 名 社会教育課

係 名 町誌編纂室

事 業 費

町負担額 　16,163千円

町誌専門員（2名）報酬 3,120千円

会計年度職員報酬 895千円

報償費 2,621千円

旅費 1,506千円

需要費（印刷製本費等） 7,228千円

3 国宝重要文化財等保存・活用事業

　徳之島町内の陸上及び水中遺跡を含めた埋蔵文化財の分布調査を行います。
　水中遺跡の調査に関しては、令和2年度に引き続き、徳之島島内の天城町、伊仙町と協力・連携
し、島内のダイビングインストラクターの指導・監督のもと潜水調査等を行います。水底に碇(錨)
や遺物が散布している場合は、写真撮影や位置情報の取得を行います。
　また、大谷山については、埋蔵文化財の有無やその範囲を把握するため試掘調査を実施します。
　前年度までに得られた資料の整理作業も行います。

2,772千円

財源内訳

主な経費

4 町誌編さん事業

  前回発行された『徳之島町誌』は昭和45年に作られたもので、その間に徳之島に関する新しい発
見や研究がずいぶん進みました。このため、前町誌を全面的に書き直し、そこに昭和45年以降の
50年分の記録を追加して、新たな『徳之島町史』を作ることになりました。
  事業の期間は、令和４年度までの5年間です。この間に『徳之島町史』（歴史編）のほか『自然
編』、『地域編』、歴史編の『簡易版』などを刊行する計画です。前例にとらわれず、新しい視点
を加え、わかりやすく読みやすい本を作ることを目指しています。
  今年度はいよいよ『自然編』および『地域編』を刊行いたします。ぜひ、ご一読いただけました
ら幸いです。

　

16,163千円

財源内訳

主な経費
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課 名 社会教育課

係 名 社会教育係

事 業 費

その他 3,940千円

旅費 3,380千円

消耗品費 30千円

損害保険料 30千円

インターンシップ教育受講負担金 500千円

課 名 花徳支所

係 名 北部振興対策室

事 業 費

町負担額 3,212千円

基本計画策定業務委託料 3,212千円

18．花徳支所

1 北部地区観光拠点施設整備基本計画策定業務

　徳之島町北部地区（旧東天城村）において、交流人口の拡大と地域の活性化を図るため、観光拠
点施設の整備を予定しております。
　本業務は、施設のコンセプトや機能など、「どういった施設を整備するか」という基本計画を策
定するものであります。

　

3,212千円

財源内訳

主な経費

5

　近畿地方での「学ぶ」「交流」「体験」のプログラムをとおした５泊６日間の職場体験研修で
す。普段はできない様々な体験の中で、自分の可能性を見出し、将来の夢に向かっての挑戦する子
どもの育成を目指します。
〇学ぶ・・・予備校や学習塾で、受験に向けた学習を経験します。
〇交流・・・都市部の中学生や高校生と進路について意見交換することで、交流後の学校生活等へ
の意欲向上に役立てます。
〇体験・・・様々な事業所で、企業訪問や職場体験を行います。

3,940千円

財源内訳

主な経費

インターンシップ教育事業
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課 名 水道課

係 名 水道係

事 業 費

借入金　 135,000千円

国庫支出金 　67,500千円

工事費 189,500千円

設計委託料 11,000千円

事務費 2,000千円

課 名 健康増進課

係 名 国保保健事業係

事 業 費

町負担額　 2,607千円

県・国支出金　 10,622千円

報償費 992千円

旅費 256千円

需用費 765千円

役務費 823千円

委託料 9,883千円

使用料 510千円

　老朽化が著しい徳之島町水道事業の基幹的存在である亀津浄水場の配水池の更新を行う。
　内容としては、ステンレス製配水池を採用することにより、長期にわたる耐食性・耐久性を確保
し、耐震性能や水密性も確保する。

　

202,500千円

財源内訳

主な経費

亀津配水池築造工事事業

19．水道事業特別会計

　

主な経費

20．国民健康保険事業特別会計

1

　生活習慣病の重症化予防として現状分析・健診結果に基づく保健指導を行い、若年層から自分の
健康を考え守ることができるよう生活習慣病対策を重点的に行います。
　また、健康づくりの推進と重症化予防対策を実施し、国保被保険者の医療費適正化及び健康寿命
の延伸を目指します。

〇特定健診・特定保健指導
○特定健診未受診者対策事業　　○重複頻回受診・重複服薬者対策事業
○早期介入事業（若年健診）　　○生活習慣病重症化予防事業
○糖尿病性腎症重症化予防事業

13,229千円

財源内訳

　特定健診・特定保健指導・国保保健事業

1
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課 名 健康増進課

係 名 国民健康保険係

事 業 費

町負担額　 450千円

負担金　15名×30,000円　　 450千円

課 名 建設課

係 名 農業集落排水係

事 業 費

下水道使用料 1,473千円

一般会計繰入金等 11,347千円

施設維持管理委託費 1,588千円

施設光熱水費 600千円

町債元金償還金等 3,654千円

その他 6,978千円

が
ん
ド
ッ

ク

1.全身PET検査/ＣＴ検査
2.Ｘ線ＣＴ検査（胸・腹部、内臓脂肪量
測定を含む）
3.超音波検査（甲状腺・腹部）
4.血液検査（腫瘍マーカー・血糖・ピロ
リ菌・胃炎）
5.尿検査・便潜血検査
6.診察・検査結果説明

財源内訳

主な経費

特
定
健

診
厚生労働省が定める特定健康診
査項目（ヘモグロビンA1c・クレアチニ
ン検査を含む）

2 がんドック受診費用一部助成事業

〇がんの早期発見を目的として、下記の条件を満たす該当者による「がんドック」の検査費用の一
部を助成しております。
【対象者】・徳之島町の国民健康保険の被保険者で保険税の滞納がなく、以前に受診した事が無い
者。
【年齢制限・人数】・40歳以上65歳以下（基準日：令和3年6月1日現在）で15名まで。また1
世帯
                              から1名とする。
【補助額】・検査費用額のうち3万円を補助します。
【検査機関】・厚地記念クリニックPET画像センター（鹿児島市）
【受診期間】・令和3年6月1日（火）から令和4年2月28日（月）

区分 検査項目 450千円

21．農業集落排水事業特別会計

1

下久志地区おいて、生活環境の向上・農業用水の水質保全・自然環境保全を目的に、トイレ・台
所・お風呂などの生活排水を処理場に集め綺麗にして自然に戻す事業を行っております。

施設名：下久志クリーンセンター　使用世帯数５０世帯(R3年4月1日現在)

　

12,820千円

財源内訳

主な経費

下久志地区農業集落排水事業
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課 名 建設課

係 名 下水道係

事 業 費

下水道使用料 30,600千円

し尿浄化槽汚泥受入料 1,650千円

国庫補助金・起債 355,000千円

一般会計繰入金等 142,127千円

施設維持管理委託費 42,200千円

施設光熱水費 9,650千円

工事請負費 345,000千円

町債元金償還金等 87,500千円

その他 45,027千円

課 名 介護福祉課

係 名 介護保険係

事 業 費

国交付金 　 1,125千円

県交付金 2,062千円

町負担額 562千円

その他　  　 751千円

委託料　 1,200千円

ポイント交換分　 3,000千円

事務費（印刷費） 300千円

1
やすらぎと潤いのある快適な生活環境の創出と豊かな自然環境の保全

（徳之島町公共下水道事業）

　
　本町では平成17年度より、公共下水道事業に着手しており、亀津臨海部を中心に整備を進め、
現在整備率約６８％となっております。今後も快適な生活環境の創出、世界自然遺産登録を視野に
入れた自然環境の保全を目指し、下水道の整備を進めて参ります。令和３年度は、亀津南区、中
区、東区の管路整備を予定しております。
　また下水道への接続工事について、皆様の負担を軽減するため排水設備接続支援制度を実施して
おり、令和２年度末には、供用開始区域内で接続率も約60％を達成することができました。
未接続の家庭や店舗におきましては、支援制度を有効に活用していただき，下水道への接続に御協
力お願いいたします。

529,377千円

財源内訳

主な経費

22．公共下水道事業特別会計

1 高齢者元気度アップ・ポイント事業

　
　平成２４年９月より「高齢者元気度アップ・ポイント事業」が開始されました。
この事業は、６５歳以上の方が健康づくり活動などに参加すると、参加ﾎﾟｲﾝﾄがつき、ポイント数
に応じて地元商店で使用できる商品券に交換できるというものです。
ポイントを集めて、元気でいきいきとした生活を続けていきましょう。

4,500千円

財源内訳

主な経費

23．介護保険事業特別会計
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課 名 介護福祉課

係 名 介護保険係

事 業 費

国交付金 　 1,458千円

県交付金 675千円

町負担額 675千円

その他　  2,592千円

運営委託料 5,400千円

課 名 健康増進課

係 名 後期高齢者医療係

事 業 費

受託事業収入　　 1,548千円

町負担額　　　　 708千円

委託料 1,856千円

その他 400千円

課 名 健康増進課

係 名 後期高齢者医療係

事 業 費

受託事業収入　 　8,245千円

事務費 7,504千円

委託料 741千円

主な経費

2 地域サロン事業

　高齢になっても元気で生きがいを持ち、住み慣れた地域で、自分らしくいきいきと暮らしていた
だきたいと思い、そのためには、身近な地域で、「人と人とのつながり」を深めることが重要で
す。
地域や近隣の人との接点をもつことで「ふれあい」が生まれ、周りの人が高齢者の様子を把握する
ことができ、高齢者の安全の確保にもつながります。
一人暮らしなど高齢者のみの世帯が増加しておりますが、高齢になると家の中に引きこもりがちに
なり、地域で孤立してしまう恐れもあります。それを防ぐためには地域との「つながり」を作るた
めに高齢者をはじめ地域の誰でもが気軽に立ち寄って、お茶を飲んだりレクリエーションをしなが
らおしゃべりのできる「居場所づくり」の確保に取り組んでおります。

5,400千円

財源内訳

1 長寿健診

診察および各種検査、測定を行い、健康状態を評価することで、生活習慣病などの疾病の予防及び
早期発見・早期治療に繋げ、健康の維持増進を支援します。(特定健診と同時実施）

【事業内容】長寿健診期間：5月7日（金）～5月9日（日）、7月26日（月）～8月4日（水）

　

2,256千円

財源内訳

主な経費

24．後期高齢者医療特別会計

2 一体的実施事業

　　医療と介護をトータルでみた地域課題を関係者で共有し、高齢者保健事業・国民健康保健事
業・介護保険制度の地域支援事業を一体的に実施し、高齢者ひとりひとりの状態に応じたきめ細や
かな重症化予防や介護予防支援を行います。
　高齢者の皆さんが住み慣れた地域でいきいきと健康で幸せに生活できる町づくりを目指します。

8,245千円

財源内訳

主な経費
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